
会議の名称

出  席  者

「世田谷区舗装更新計画」（案）について 土木部

「世田谷区豪雨対策行動計画（平成３０年度～平成３３年度まで）」（素案）に
ついて

土木部

民間事業者との連携によるがん先進医療費に対する融資制度の開発及
び同制度に対する区の利子補給制度の導入について

世田谷保健所

区長、宮崎副区長、岡田副区長、教育長、世田谷総合支所長、北沢総合支所長、玉川総合支所長、砧
総合支所長、烏山総合支所長、政策経営部長、総務部長、地域行政部長、区長室長、生活文化部長、
保健福祉部長、都市整備政策部長、教育次長、区議会事務局長

会　議　録

平成２９年１１月１５日開催政策会議

開催日時
平成２９年１１月１５日（水曜日）　午前９時００分から

                                　午後１２時００分まで

審議概要 1

【意見等】
・舗装の素材は進歩してきていると聞いたが、耐久性は違うのかという質問に対し、新技術とし
て高耐久性のアスファルト混合物が開発されているが、価格が高いなどの課題もあるため、区道
での採用について今後、研究・検討していくとの説明があった。
・半永久舗装について説明してほしいという質問に対し、道路の舗装構造は、表層、基層、路盤
という層になっており、従来の管理方法では、損傷が進行し路盤まで改修するケースもあった
が、半永久舗装では、ＭＣＩが５．０を下回った場合に表層だけを更新することを繰り返し、大
規模修繕を行うことなく機能を５０年以上維持するとの説明があった。
・道路は埋設管の工事で掘り返すことが多いが、そういった場合に半永久舗装の効果に影響しな
いのかという質問に対し、主要な区道の車道では、生活道路に比べて占用工事が多くないため影
響は小さいと思われるとの説明があった。
・オリンピック・パラリンピック競技大会を見据えた計画の調整はできているかという質問に対
し、整合しており、馬事公苑周辺の整備は計画に入っているとの説明があった。

【審議結果】
・付議事案を了承とする。

審議概要 2

【意見等】
・グリーンインフラはまだ周知度が低い、今後は流域対策を民間に頼る部分がかなり大きくなる
ため、みどり３３と一緒にグリーンインフラをＰＲし、区民参加を呼び込む仕掛けをつくり、区
民運動化する必要があるという意見に対し、例えば区民参加で公園に雨庭を整備するなど、みど
りとみず政策担当部と連携して見える化を図り、ＰＲしていくことを検討しているとの説明が
あった。
・条例化を検討する主旨を説明してほしいという意見に対し、雨水流出抑制施設の設置を努力義
務化している自治体もあり、区としても、条例化することにより、民間施設への雨水流出抑制施
設の設置を促進したいとの説明があった。
・時間５０ミリ相当の降雨に対応することを目指すとしているが、最近は時間５０ミリを超える
豪雨が多い。目標はこのままで大丈夫なのかという質問に対し、本編４ページに記載していると
おり、区部では、河川整備・下水道整備で５０ミリ、流域対策で１０ミリ、貯留施設で１５ミリ
の合計７５ミリを目標にしているとの説明があった。

【審議結果】
・付議事案を了承とする。

審議概要 3

【意見等】
・必要とする区民が利用しやすいよう、信用金庫による低金利のがん先進医療費融資制度開発に
あわせ、区の利子補給制度導入にあたっても所得制限を設けないこととするとの説明があった。
・区内に本拠を置く２信用金庫に加え、他の信用金庫にも広げる考えはあるかとの質問に対し、
需要見込みの状況により他にも連携を働きかけていくとの説明があった。

【審議結果】
・付議事案を了承とする。
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障害者通所施設（生活介護）の整備について 障害福祉担当部

備　　考

所  管  課
(会議録作成所管) 政策経営部　政策企画課

審議概要 4

【意見等】
・特別支援学校卒業生の進路希望などから、急ぎ確保が必要な生活介護施設について、今般オー
ナーから申し出のあった民間物件を活用して整備を図るとともに、今後の施設整備等対応策の検
討を進めるとの説明があった。
・今後さらに生活介護等通所施設の需要の増加が見込まれることから、施設整備手法とあわせ財
源確保策についても具体的な検討を進めていくこと。

【審議結果】
・付議事案を了承とする。
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